
珂尋軋  

ランドセルが小さく見えた  

広島市教育センター所長 貞 金  明  

2．2kg、身長4．4cmの減を発表Lている（岩波  

書店「近代日本総合年表」より）。   

一方、今の子供の身長や体重などの身体的  

発育は誠に著しいが、例えば、10歳男女の柔  

軟件等の体力や筋持久力等の運重力能力は、昭  

利63年には10年前のそれと比べて低下してい  

る旨の幸Ii告がある。さらに、近年、虚血性心  

疾患、消化性潰瘍等の成人病の低年齢化もみ  

られるときく。現代社会の空かさや便利さの  

進展は、子供の健康に必ずしも好影響を及ぼ  

しているとは言えない状況にある。   

このことへ対して、人人としては、了▲供に  

運動・栄養・休養のバランスを回復させ、そ  

して、何よりも、子供自身が自」の健康づく  

りに努めるよう働きかけていく必要がある。  

そこで、手始めとして、例えば、早寝早起き  

という空清習慣を耳丈り戻すことから取り組ん  

ではどうか。確かに、このような基本的で個  

人的な生活習慣は、すぐれて家庭において形  

成されるものであるが、学校においても、こ  

れを補ったり、強化したりするなど、家庭といっそ  

うの連携をもった指導を進める必要があろう。  

坂の上の教育センター  

へ歩いて登ることには、神田‥lの自然に触れ  

る喜びとともに、三々五々仲良く通学してい  

る子供たちに出逢う楽しみがある。歩いてい  

る小学生の時折漏れ聞こえる会話の無邪気さ  

は、朝の爽やかさそのものである。   

最近の子供が大きくなったことを、なるほ  

どと実感をもって認識した朝があった。前に  

行く女の子の背中に赤いランドセルがあまり  

にも小さかったのである。高′、ト午で、背の高  

いガではあるにしても、私の小学生というカ  

テゴリーには入り切らない背丈であった。   

文部省学校保健統計調査幸Ii告書によると、  

平成元年度小学校6年生の全国平均身長は、  

男1－144．3cm、女子146．1cmとある。ちなみに、  

これを昭利5年度と比較すると、それぞれ12．9  

cm、14．8cm増加Lている。＋供の背が伸びf：  

のには、いろいろな要凶が考えられるが、や  

はり栄養の摂取状況が大きく影響しているで  

あろう。戦後間もない、H7用］21年5月、文部  

省体育局は戦前の昭和12年と昭和20年との体  

位を比較して、都市凶民学校6年生女子体重  
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子 ど も と 健 康  

一指定都市数育研究所連盟共同研究「子どもと未来」から－  

広島市数台センター指導主事 三 原 裕 隆  

温」の子どもや、「．たi血圧」「糖尿病」などの  

研  

られる（表1）。  

指定都市教育研究所連盟では、昭和38午以来、  

都市に共通する十どもの数台問題について  

究Lたきた。   

今回の第9次の研究『十どもと未来』では、  

十どもたちが未来社会をたくまLく勺三きてい  

くために必要と考えられる「学ぶ力」「感性」  

「共に生きるノ」」「がんばるノ」」「から7ごの健  

康」を動い）あげ、その現状と課題をまとめて  

いる。ここでは、「からだの健康」についてそ  

の内容の－一部を紹介する。   

なお、本研究は平成元年における政令指定  

都市1D市の児童生徒（小学4年、小学6年、  

中予3年各4，000名、計12，000缶）を対象に尖  

施した鋼索をもとにLている。  

1 今の子どもとからだ   

9割の子どもが何らかの不調を   

「先牛、少L気分が悪いので保健室へ弓fサ  

せてください」、授業中、このように訴えてく  

る丁どもが増えている。保健室へけかないま  

でも、何となく元気Ⅵない表情を示すJ’▲ども  

は多い。  

l￥11でホすように、不調を感じ7ごことがな  

い十どもは、全体で1割に満たす、約9別の  

十ども7ごちがrlごろから†自Jらかのイく調を感じ  

ている。なかでも中′学3年隼では、「肩がこる」  

「寸ぐ疲れる」「授業申ボーとLている」「腰  

が痛くなる」「おなかが痛くなる」などのイ1凋  

の増加が気になる。このような訴えに、↑の  

f－どもたちの生活に潜む問題を感じる。   

発育のゆがみ   

f一どもたちの疾病等の巾で高率をホLてい  

る「虫歯」は年々減少してきている一方、「裸  

眼視力1．0未満の者」の比率はト片する傾向に  

ある。また、「肥満」「アレルギー症状」「低体  

卿 rr5く  

上 q用く′．る  山上ご二  

戊 ′‘1／J／い仇Il／Jい  

よくあくL【がて5  

研一1カ，／j小J」きら八りい  

山、J…叫＝．る 叩ごミ「  

重したこと仙 ±正正司‖  
■言ざ  

匡＝ 子どもが日ごろ感じることのある不調  

表1 う歯、視力等の推移  
小 学 校  甲柏：％  

㌻す、＼＼阜、！  5∠l！F  56年  58年  60年二  62咋  ］二車重  

90．3  う  閑  9▲l．8  93．5  92．6  91－ 4  91．1   

虹餌1．Oi加古  17．9  19．1  18．2  18．7  19．5  20．6   

肥満傾向   1．5  1．4  1．7  1．6  1．7  1．8   

ぜん息  0．5    0．9  1．0  1，0   

露、＼＼且！  5J1年  56年  58年  60年  62年  平元年   

う  鮪  9Jl．5  9こ】．7  93．0  92．3  91．4  90．4   

膿Ml．Mの甚  35．2  36 9  35．5  36．6  38．4  40．9   

肥満傾向   1．1  1．2  1．2  1．3  1．3  1．2   

ぜん息   0．3  0．4  0＿ 4  0．7  0．8  0．9  

文部省 平成尤特性「学校伴僧托計調合」より  

2 不調とその要因   

睡 眠   

「夜、眠れない」イーどもが多いことが世］1  

からわかるが、二の要l大lとLて社会仝体の夜  

型ノし間化が考えられる。都市においては夜遅  

くまで騒音が絶えず、刺激過剰の環境は睡眠  

の条1’′トとしてはイく利である。   
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また、f一どもの佃壬の景子響も人きいと思わ  

れる。f一どもは佃壬という／＝舌空間を確保し、  

テレビ、テレビブーム、ラジカセ、雛誌など  

で；もままに過ごせるようになった。このよう  

な′仁清か〔ノ「■l－一陪上f－起き」に対する意識も薄  

くなり、したがって寝イく足の状態をもつく り  

だしている。  

／卜i．†環．囁の変化に加え、「一どもたちのこの  

ような息識の滞れも就寝時別を遅く している  

要因と考えられる（lツ12）。  

いる。食欲は、良車の雰け司う■い二人きく関係し  

ている。楽しくない食草では、良枕も減退せ  

ざるを得七い。   

運動・遊び   

イーどもの遊びのスタイルは変化した。それ  

は「勅」かじ）「静」へ、また「室外」かじ）「半  

Iノ、J」への変化といえる。、11然、かじノブごを動か  

すことも減少してきている（L、ズ14）。   

都市では犀外での遊び場がないという問題  

もあるが、それだけでなく／トレ）J′一どもは遊ぶ  

意欲も失いつつあるのでは、という感じさえ  

ノ受ける。自然とかかわる遊びが減少 し、仲間  

をノ∠∴安としないテレビ、テレビゲームなどノ受  

け身的な遊心がト流になり、」′・どもたちはか  

らブごを軌カ）さなくなってしまっている。  

小4 小6 中3  

⊥．、＝ ■  

小4男子   

小・l女子   

小6男子   

小6女子   

中3男子   

中3女子  
ll】＝  1＝り】11 】l）＝1 1■lm  】l  

恒】11  川l川、＝l川1、恒lTll l▲  
し－     －       ■  

食生活   図2 就寝時刻   
○ 】○ ヱ○ 】q  ＝ 50 b0 70  80  90 1”（⊃  

図4 できるだけ外で遊んだり運動したりする   

3 健康なからだをつくるために  

f‡三i．キリズ、ムを整えるために、健康＝誌  

の清川や、′家族そろっての食事々する努  

ノ」のなかで健康に対する意識を高める。〕   

r：盆′1二活を見l自二すために、て、〃佼において  

は「校内偏食討論会」を企画十るなどで、  

食事せ見直二すきっかけづく りとする。  

運動や外遊びに関しては、ナどもたち  

が本来もっている通則欲求をリlき．■l■．すナご  

めにも、気障に楽しく運動できる機会を  

ふやす。   

最近、「良飲がない」「・制食をとらない」j’・  

どもが増えているといわれる。寝イく址の状態  

で朝食も不仁分尤まま督戦している十どもは  

かし一J7ごのイく調を感じることも多い（図3）。  

⊥    ウ▼       qし 10C（完二  

図3 朝食は必ずとる  

食1＝ニムいては、「了一軽さ」「良べや寸さ」  

を求める加工食ふ■jや外食虎業の食．1i∫，が多11jさ  

れるようになり、・栄養バランスのくずれの問  

越も／巨じている。   

一束庭では、′家族それぞ、れのペースを直視す  

るが7ごめに、‘哀族そろ って食事を寸ることも  

㈹難になってきている。「孤食」と呼ばれるよ  

うな、・八寂Lく食事をとる十どもも増えて  

ここでは、■′仁きるノ」の基盤とLて十どもの  

健康をとらえてきた。∠卜後ますます柁耕イヒし、  

変容していく礼仝を′卜き抜くためにも、健康  

なか〔Jブごをつくろうとする態度・能力が十ど  

ししちに必更である。   
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＝教市相談室か ら ＝  

④   おこたえします   ④  

断続的に欠席する生徒への指導  態度が必要です。   

とかく教師は自分の思う方向へ生徒の話を  

引っ張り、問題解決を求めようとし、生徒の  

心を閉じさせてしまいます。  

2 生徒の学習意欲を高める   

怠学傾向の牛徒は、「勉強する気になれない」  

「成績のこと7ごけで叱られる」などの悩みや  

不満をもち、このことによって学習意欲を失  

い、無音り」な状況をホしていることが多くみ  

られます。し7ごがって、結果のみをとらえる  

のではなく、牛徒の学習への取り組み方やつ  

まずきの状i兄をとらえ、学習についての悩み  

や願い、気持ちをよく聴き、．哩解することが  

重要です。生徒それぞれの取り組み万を′受け  

止めながら指導・援助することによって少し  

ずつ学習意闇鳥高めていくことができると思  

われます。  

3 認め合い励まし合う学級をつくる   

学級から逃避しつつある生徒には、係活軌  

などに参加させ、活躍の場を与え、存在感や  

達成感などがもてるようにします。そのため  

には、お百二いがその良さを認め励まし合い、  

援助していく雰囲気とその実感を一人ひとり  

の隼徒が体得できる学級づく りが必要です。  

4 保護者との信頼関係をつくる   

指導の第一歩は、家庭訪問といわれます。  

根気よく家庭訪問を繰り返すことによって、  

相手に誠意が伝わるものです。その際、保護  

者の養育態度を批判し7ごり、本人の悪い面ば  

かり述べることは厳に悼み7ごいものです。か  

えって、不信感を招きます。保護者の話にし  

っかり耳を傾け、悩みを共に解決していこう  

とする姿勢が人切です。こうし7ご中で、保護  

者との信頼関係がつく られていく ものです。   

広島rlf教育センター指導卜市  松田 了二   

Q 中学校2年生の生徒ですが、9flに  

入って断続的に学校を休むようになりま  

した。家庭訪問をして登校を促すと、し  

ばらくは脊校Lますが長続きしません。  

最近では遅刻も多くなりまし7ご。一学期  

からの様子は、何をするにも活気がなく、  

学習意欲も低い状態です。   

怠学傾向を示しているのではと思われ  

ますが、話をしても「べつに」という7ご  

けで理由がわかりません。今後、どのよ  

うに指導すればよいのでしょうか。  

A 怠学傾向を示す牛徒には、次のような特  

徴がみられます。   

①心身不調の訴えがほとんどない。   

②登校を促せば登校するが良続きしない。   

③学習意欲に乏しく無気力な生活態度に終  

始する。   

④交友関係が希薄で、友ノしが限られる。   

⑤授業時間帯があっても比較的気にせずに  

外出する。   

一般に、こうした生徒は自我の発達が未成  

熟で、打立性が乏しく、すぐに逃避的になり  

やすい傾向があります。そこで、隼徒に対L  

ては、教師や友人との良い人間関係をつくる  

とともに自立心の育成が必要になります。   

以下、具体的な対応について述べてみます。  

1 教師との温かい人間関係をつくる   

生徒の表面白くJな行軌のみをとらえて指摘し  

ても、行動の変化は期待できません。本人が  

教師に対して抱いている不安感、緊張感など  

を取り除くことが必要です。そのためには、  

あせらずに話を傾聴L、本人の不安や不満を  

本人の立場になって共感的に理解し受容する  
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充実した学級集会活動にするために  

こ ん な 配 慮 を －  

広島市教育センター指導主事 升 尾 好 博  

子供の発案を大切に   

教師がお膳立てした集会は、どんなにすば  

らしくできたとしても、それは本物の集会と  

はいえません。子供にとって「自分たちが立  

てた計画だ」といえる集会にしたいものです。  

めあてに治った集会を   

子供は集会活動には特に強い興味と関心を  

示します。そのため、計画立案、実施を通し  

てとかく子供の興味本位になり、「何のために  

この集会をするのか」といっためあてを忘れ  

た集会になりがちです。どんなことをするか  

の前に、どんな集会にしたいのかをはっきり  

させることが大切です。例えば、お別れ全で  

は次のようになります。  

できます。集会の準備括勤には教師がついて  

やることが基本です。  

子供になって教師も楽しもう   

できれば、教師の席を子供と同じところに  

して、歌や踊りなどに子供になったっもりで  

参加したいものです。時には、教師の出番が  

あってもよいと思います。楽しく充実Lた集  

会にするために教師の役割は大きいといえま  

す。  

だれもが参加できる集会を   

集会活動は学級の子供全員が参加できるも  

のでなくてはなりません。集会の計画を立て  

る時には、いつもこのことを念頭におくこと  

が大切です。一人一人が参加できない時は小  

集団等で活動するようにし、そして個人の参  

加から次第に′ト集団で協力して行う内容の方  

が楽しいことにも気づかせるようにしたいも  

のです。  

成功感、満足感を味わわせる   

集合活動の終わりの指導助言では、会のめ  

あてに沿って認め、励ますことが大切です。  

そうすることによって「楽しい集会が自分た  

ちの力でできた」という喜びと次の集合もが  

んばろうという意欲をもたせたいものです。  

反省する子供にしよう   

集会はやりっ放しではいけません。会が終  

わったら反省をし、次の集会に隼かすように  

しなければなりません。反省会では、楽しか  

った集合をもっと楽しくするにはどうしたら  

よいかという話し合いが大切になります。  

後片付けが終わって集会は終わる   

後片付けはおろそかになりがちです。後片  

付けも集会の一部分であることを忘れてはい  

けません。集会の計画を立てる時、後片付け  

のことも決めておきたいものです。   

どんなお別れ会にするか  

・Aさんが喜んでくれる会  

・Aさんとの思い出を深め、気持ちよく   

お別れできる会   

常に上に掲げたことに立ち返りながら話し  

合いを進めていきます。  

どの子供にも役割を   

集会活動では、学級全員に「自分たちの集  

会だ」という意識を朽木せたいものです。そ  

のためには、全員に役割を分担することが大  

事です。役割分担は毎l珂同じ係にならないよ  

うにするとともに、いろいろな組み合わせに  

することが大切です。必要な係は子供の話し  

合いにより設けていくようにしたいものです。  

教師は子供をしっかりつかむ   

教師が子供の自発性を重視しすぎて令く放  

任し、集合でだれがどんなことをするのか知  

らないということでは凶ります。集会の実施  

前に、だれが、どのグループがどんなことを  

するのか知っていて、はじめて適切な助言が  



広 島 有 難 肯 セ ン タ ー 所 報  第36‡J、†そ収3年2J】 （6）  

広島市立学校教育研究生紹介   

本年度は22名の先住方が9月から11月の3  

か月間、当教育センター及び在勤校において  

研究をされました。今小＝封哩科に関する研究  

の概要を紹介します。  

身近な自然を生かした理科の指導  

広島市立五「1市南小手校教諭 西 井 幸 司   

などについてはおおむねf朋牢できた。まブ∴  

盲毎老山の観察では、層がない、砂粒の人きさ、  

形、色などのJ則1についてもおおむね理解で  

き′ご。   

さらに、新しい′、㌣習l勺容である推椿Hと火  

成岩の比較サ門では 、事後工おいて仝児童が  

粒の様イ▲の違いに気づいていブご。これは、八  

幡川と海老Illのれきの観察が寸▲効であったか  

らだといえる。   

次に、lツ12か左八幡川や海左し」」の観察′、㌣習  

が他の′、テ習より比重の興味・関心を■tliめてい  

ることがわかっ′∴   

Fl′＝▼＿l  

■ 
、 

・Jr  

e 2  こで a  亜J  〔通 日  融J  lnJ∴一   

小学校学習指導要領理科・の改訂によって、  

自然の事物、硯象へ働きかけるL自二様経験が従  

来以上に重視されることとなっナご。   

本研究では、第6学年「卜地のつく り」の  

学習において 、児童にとって身近な自然であ  

る八幡川や海老山をサ習内容に取り入れ、教  

材化とその学習才旨導について考察した。  

1 研究内容と研究仮説   

研究仮説を次のように設定し、‘実証授業を  

子ナった。   

「児童にとって身近な八幡川や海老山を塵  

接経験教材として指導計画に位置づけること  

により、学習をより深めさせることができる  

であろう」  

ニ時  

∴掛川両  
J瞬  

こノ碍   

5貯   

7叫  

日田  

：て‾・空室ヒ＿」  

1D娼  

苓1．ー六 八嶋川のせ零し直樟経験予て†J  

・衿州の断面が写っているスライ「を見ろ  
l・／＼幡川の衿州の断面ち観察し、成因を考える  

・  

・川との押頂から成包をモえろ  
・化石、地下水、ポーリング、色々な地層  

－・堆積岩  

笥コ状 滞竜山の観察：（直轄控担架丁て  

濡竜山のせ察  
／＼噌川との遅い（成因）  

火成岩  
堆積岩と火成岩の比較  図2 学習内容別の興味・関心   

3 まとめ   

い、卜の結果から、八幡川や泡老山は、「し二他  

のつく り」け、石門においてとてぃ有効な地域  

教材であることがわかっブご。／卜後とも身近な  

自然を／トかした理科の指導を探りたい。〕   

第4次 理科新訂作り（まとカ）  

図1 指導計画   

2 授業の結果と考察   

事後調査の結果から、八幡川の観察で砂粒  

の大きさ、形、層の存在や広がりなどの項目  
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亮子訂  

概要や要点を読み取るリーディング指導に関  

する一考察   

広島市立美鈴が丘高等学校教諭三 輪 裕 久  作文指導における個別指導のエ夫   

広島ホ立黄金山小学校教諭 伊 藤 成 男  

意見文を書かせる指導のエ夫   

広島市立段原中学校教諭  江 川 千 景  

人間としての自覚をうながす発間の在り方   

広島市立届泰寺中学校教諭 多幾U」晃 年  

学習意欲を高める資料とその活用に関する研  

究   

広島lけ立城南中学校教諭  白 雲 千 里  

生徒会活動を身近に感じさせる学級活動の指  

導法に関する研究   

広島市立矢野中学校教諭  網 藤 清 次  

見通しをもち筋道を立てて考える力を育成す  

る指導法   

広島巾立」斐′ト学校教諭  三 浦 利 子  

幼児の友だち関係を育てる遊びの研究   

広島市立長束幼稚園教諭  宮 脇 いち子  

幼児のことばの指導に関する研究   

広島前立亀崎幼稚園教諭  瀬 垣 幸 子  

身近な自然を生かした理科の指導   

広島巾、ト丘．‖市南小′学校教諭 西 井 幸 司  

学習理解を深める指導法の研究   

広島市立井＝台中学校教諭 森 藤 信 賢  

自閉児の表現意欲を高める指導に関する研究   

広島市立山本′J、学校教諭  中 尾 秀 行  

望ましい生活習慣の形成を図る生徒指導   

広島市立口浦中学校教諭  沖 増 正 和  豊かな感性を育てる表現指導の在り方   

広島市立占■市小学校教諭  田 中 れい子  

教育相談の姿勢を生かした授業の在り方   

広島市立青崎小学校教諭  岩 本 恭 子  

心理テストを辛がかりにした生徒理解   

広島市立広島工業高等学校教諭福 永  誓  

主体的な活動をうながす「材料をもとにした  

造形遊び」の指導   

広島市立緑井′卜羊校教諭  斉 藤 祐 子  

抽象彫刻のイメージを深める指導法の研究   

広島市立柚木小学校教諭  谷 原 弘 樹  目標分析にもとづく評価の在り方   

広島l市立安西中学校教諭  黒 崎 育 裕  

「住居と家族」領域の学習指導法の改善に関  

する研究   

広島市立川内′卜学校数諭  正坊地 美知子  ■
研
究
報
告
会
 
 
 

機械運動における個に応じた学習法の研究   

広島市立八幡東小一ナ校数諭 梶 田 英 之  

楽しく学ぶ体育学習   

広島市立」斐東小学校教諭 荒 木 健 次  
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平成2年12月6日、松谷みよ子先牛（児童  

広島市教育センターでは、マイクロコンピ  

ューター教育利用に関する研究をすすめるに  

当たって、次の方々に研究員をお願いしてい  

ます。  

プロジェクト研究員  

文学者）をお迎えし、  

広島市立美鈴が丘高  

等学校講堂で教養講  

座を開催しました。  

1000名の方々が受講  

され大好評でした。  氏  名   所 属 校   

算  
小  

宮 田  稔  深川小学校  

学  

坤  

中 西 博 昭  l11本小甘校  
校  

科   汁口北小学校   

数  

藤 井 佗 孝   JL臼市中学校  
巾  

′’r：   

埋  

山 L」十兄 朗  亀崎L巨学校  

村   

枝   
校  

家  
庭  
村   

数  
：√γ   

′い′■ 「   
T  

埋  恭町高等サ校  

阿 部 修 三  安佐」L高等学柁  
校  

村   

本年度も市立  

学校等の美術・  

書写関係研究会  

に所属されてい  

る先年方の作品  

を館内に展示さ  

せていただいて  

おります。   

遍  
展示中の作品  

絵画20点、彫刻3。た、  

デザイン1′た、吾9点  （  ）  

題 字広島市立凶泰寺中学校長 登  雄二  

表紙絵広島市立毘沙門台小学校長 香川 龍介  

～8時15分～  

また、広島市立幼稚園、小学校の幼児児童  

の作品も展示させていただいております。  

園園圏圏   
本年度最後の所報逐お届けします。  

今回は、「子どもと健康」について特集し  

ました。教育実践に役立てていただけれ  

ば幸いです。  

Jム＼リ＝－222（：う）   


